
揖斐農林事務所の普及活動状況 令和６年２月 21 日現在 

 

■農業担い手リーダー等 「令和５年度いび農業活性化研修会」を開催 

 ２月 15日、揖斐農林事務所および揖斐郡農業振興協議会主催

の「いび農業活性化研修会」を揖斐総合庁舎で開催した。この

研修会は、地域の情報交換や知識習得により農業者の経営改善

および地域の活性化に繋げようと毎年度実施しており、担い手

リーダーや生産者団体、関係機関など 82名が参加した。 

農業普及課から、気候変動に対応した柿の栽培についての活

動発表、ＪＡいび川からＴＡＣ活動事例発表を行った。また講

演では、農産物流通をテーマにカネ井青果株式会社から仲卸の

役割について学んだ。終了後、出席者と講師との積極的な情報

交換も行われ、有意義な研修会となった。 

 

 

 

■ＧＬＡＭＡ西濃 視察研修会の実施 

２月６日、ＧＬＡＭＡ（女性農業経営アドバイザー）西濃支

部では、５年ぶりとなる視察研修会を実施し、三重県の商業リ

ゾート「ＶＩＳＯＮ（ヴィソン）」を視察した。 直売施設で

は、イチゴは扇型の乱形果も堂々と１個販売や、トマトも様々

な品種を所せましと販売していた。和ヴィソンエリアでは、鰹

節、昆布、味噌、醤油、みりん、酢をそれぞれテーマにした建

物が立ち並び、関連した体験や試食、関連商品の販売が幅広く

行われており日本食について改めて学ぶ機会となった。 

管内からも３名のアドバイザーが参加し、久しぶりの貸し切

りバスによる研修会とあって、往復の車内でも今後のアドバイ

ザーの運営談義など会話が弾む研修となった。 

 

 

 

■くり くり実証ほの苗定植が完了 

２月 13 日、14 日に揖斐川町谷汲地域でくりの新たな産地づ

くりを目的に実証ほにて苗木の定植を行った。実証ほは凍害の

リスクのある水田転換畑で、深土破壊方法と土壌改良剤の投

入、苗木の定植方法など中山間農業試験場中津川支所の技術支

援により行われた。 

今回は獣害防止柵の資材も含め「持続可能な産地形成支援事

業」を活用した実証ほで、くりの導入は、栽培管理に労力と経

費の削減効果が期待でき、需要も見込まれる。農業普及課では

水田転換畑で広がるよう、今後も継続支援する。 

 

 

 

 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【活動事例発表】 

 

【研修先での記念撮影】 

 

【深土破壊と、苗定植の様子】 



■プレミアム米 坂内龍神米反省会 

 ２月 15日、揖斐川町坂内振興事務所で、令和５年産坂内龍神

米反省会が開催された。坂内龍神米は、坂内産コシヒカリの中

で食味値が基準以上であるなどの要件を満たした米で、ＪＡい

び川がプレミアム米として販売している。今作は、全国的に猛

暑で品質が低下しやすい年であったが、坂内地域の豊富な清流

や山あいの寒暖差がある栽培環境と栽培こよみに基づく徹底し

た管理により、前年並みの８tが坂内龍神米となった。 

農業普及課からは気象や品質などを振り返り、次年度に向け

て、水や肥料管理による高温登熟障害対策と食味との関連など

について説明し、生産者の意識を高めた。 

 

 

■茶 美濃西部製茶組合栽培講習会～認証に向けた啓蒙～ 

 ２月 18 日、美濃西部製茶組合の栽培講習会が４年ぶりに開

催され、19 名が出席した。 

Ｒ４年度にぎふ清流ＧＡＰを受評しており、当組合に対し

て、生葉出荷者への更なる意識の向上を図るため、農業普及

課が「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」の概要、茶園管理、病害虫

防除について説明して、次年度の生産に向けた準備を促した。 

今後もＧＡＰへの取り組みにより産地力を維持継続できる

よう支援する。 

 

 

■フランネルフラワー 意見交流会の開催 

２月９日、フランネルフラワー研究会主催で、東京の市場と

花屋を招いて、流通の実情と問題点等について意見交流会が行

われた。現地では開花が始まっており、生育状況について農業

技術センター及び大野町の花き生産者ハウスを視察した。 

フランネルフラワーは、他に類のない花ということで高い評

価を受けているため関東地方でのブライダル需要が多く主な販

売先となっている。 

農業普及課では、今後もブランド力維持のため支援を継続す

る。 

 

 

■かき 担い手育成塾の開催 

 ２月 14 日、大野町柿振興会の若手生産者が、担い手育成塾

を大野町内柿ほ場で開催し、10 人が参加した。 

近年の高齢化等により放任園が増加する中、産地を担う若

手の担い手を確保・育成していくことを目的に行っている。  

今回は、柿の剪定について若手のリーダー的な生産者が講師

となり、柿園の縮・間伐方法、切る枝・残す枝の選び方等を

学んだ。塾生は熱心に話を聞き、積極的に質問するなど情報

交換が行われた。 

農業普及課から、かきの生育状況等情報提供を行い、引き

続き若手生産者の活動を支援していく。 

【反省会の様子】 

【栽培講習会の様子】 

【意見交流会の様子】 

【担い手育成塾の様子】 


